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細見英教授略歴および業績目録
略歴
昭和8年12月 16日，大阪府豊能郡細河村養田において細見佐熊と信子の次
男として生まれる。
昭和15年4月 大阪府豊能郡箕面尋常高等小学校入学， 21年3月同校卒業
昭和21年4月 大阪府立池田中学校入学， 24年3月同校卒業
昭和24年4月 大阪府立池田高等学校入学， 27年3月同校卒業
昭和27年4月 京都大学経済学部入学， 33年3月同大学卒業
昭和33年4月 特別研究生として，立命館大学大学院経済学研究科修士課程
入学， 35年7月同大学大学院修士課程修了
昭和35年4月 立命館大学助手，経済学部勤務
昭和37年10月 同大学専任講師。経済学特殊講義〔社会主義経済学史） (38, 
39, 41年），経済学史 1(40, 42年），経済学 (41年），外国書
講読 (38~41年），演習 (39~42年）担当。
昭和43年4月 同大学助教授。経済学史 1(43~46年），経済学 (45年），外
国書講読(43,45年），演習(43~45年）担当。かたわら，同大
学大学院で原典講読(43年），経済学史(44~45年）担当。
昭和47年4月 関西大学に転任，同大学助教授として経済学部に勤務。経済
原論 (47~50年）， ドイツ書講読 (47年），演習 (47~50年）
担当。かたわら，立命館大学経済学部非常勤講師として経済
学史 1(47~49年），大学院外国文献講読 (47年）担当。
昭和49年4月 京都大学教養部非常勤講師併任，経済学担当。
昭和50年4月 関西大学教授。かたわら，京都大学経済学部非常勤講師とし
て経済哲学を担当。
昭和50年12月 17日，死去。
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著作目録
論文
「＜疎外された労働＞の概念(1)—諸研究の概観と課題の設定」，「立命館経
済学』第 9巻第 1号，昭和35年4月。
「＜疎外された労働＞の概念 (2) 一~その形成史と経済学的意義」，「立命館
経済学」第 9巻第 2号，昭和35年6月。
「ヘーゲル市民社会論とマルクス」， 『立命館経済学』第11巻第 1・2号，昭
和37年 6月。
「『資本論」の論理構造ー一梯経済哲学批判序説」（上），『思想」第516号，
昭和42年 6月。
「マルクスとヘーゲルー一経済学批判と弁証法」，経済学史学会編「＜資本
論＞の成立」，岩波書店，昭和42年11月。
「『資本論』の論理構造ー一梯経済哲学批判序説」（中）， r思想」第529号，
昭和43年 7月。
「マルクス経済学(1)一ー形成」，出口勇蔵編『経済学史入門』 (2の5),有
斐閣，昭和44年10月。
「『経済学・哲学草稿』第 3草稿」（コメンタール）， 『現代の理論』第90
号，昭和46年 7月（後に現代の理論編集部編『マルクス・コメンタール」
(II)'現代の理論社，昭和47年4月刊に収録）。
「真の解放と市民社会—-<ユダヤ人問題によせて＞」，杉原四郎・佐藤金
三郎編『資本論物語』 (Iの12),有斐閣，昭和50年 9月。
「プロレタリアートの発見―-<ヘーゲル法哲学批判序説＞」，前掲書 (I
の13)。
「貨幣と疎外-<ミル評注＞」，前掲書 (IIの18)。
資料紹介
「『経哲草稿』第 1草稿の執筆順序-N.I. ラーピン論文の紹介」，『立命
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館経済学」第19巻第 3号，昭和45年 8月。
学界展望
「マルクス主義における＜思想と科学>・<論理と歴史＞」（学界動向），
『立命館経済学』第15巻第 1号，昭和41年 4月。
「新版＜ヘーゲル復興の動向＞―生誕200年をふりかえって」（学界展望），
『経済学史学会年報」第 9号，昭和46年11月。
掘訳
マルクス「第 6回ライン州議会の議事，ーーライン州人。第 3論文 木材窃
盗取締法にかんする討論」（共訳），『マルクス・エンゲルス全集」第 1巻，
大月書店，昭和34年10月。
マルクス「J.ミル『政治経済学綱要』への批判的評注ー~マルクスの最初
の経済学研究より」，『立命館経済学」第10巻第4号，昭和36年10月（改訳
のうえ『マルクス・エンゲルス全集」第40巻，大月書店，昭和50年 3月刊
に収録）。
ニコライ・ I・ラーピン「マルクス「経済学・哲学草稿』における所得の 3
源泉の対比的分析」， 「思想」第561号，昭和46年 3月。
D. マクレラン「マルクス伝』（共訳），ミネルヴァ書房，昭和51年12月。
書評
梯明秀『ヘーゲル哲学と資本論』，「立命館学園新聞』第841号，昭和35年 5
月11日。
マルクーゼ著／良知カ・池田優三訳『初期マルクス研究』，『京大新聞」第10
92号，昭和37年 1月22日。
G. ルカーチ著／平井俊彦訳『歴史と階級意識』，『京大新聞」第1123号，昭
和37年 9月24日。
杉原四郎『マルクス経済学の形成』，「立命館経済学」第13巻第1・2号，昭和
39年 6月。
大井正『唯物史観における個人概念の探究』，『日本読書新聞」第1572号，昭
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和45年11月23日。
E.V. イリエンコフ著／花崎泉平訳『資本論の弁証法」，『エコノミスト』，
昭和47年4月11日号。
＜政治経済学基礎知識＞執筆組編／鳥井克之•松野昭二訳『政治経済学の基
礎ー一資本主義篇』，「関西大学通信」第58号，昭和50年9月16日。
その他
「現代資本主義の論理的把握ーーマルクス経済学の現代的課題』，立命館大
学「経済学会会報』，昭和35年9月12日号。 A 
「人間ー一経済学の立場から」， 「立命館学園新聞」第918号，昭和37年10月
23日。
「マルクス主義の確立ーー「共産党宣言』」，『立命館学園新聞』，号数不明，
昭和41年5月1日。
「ヘーゲル・マルクスの弁証法—梯・上山対談から」，『立命館学園新聞』，
号数不明，昭和41年12月11日。
「唯物史観の現代的課題」（対談記録），『立命館学園新聞」，第1104号（昭
和43年4月6日），第1111号（同年6月3日）。
「経済学批判と弁証法―ヘーゲルとマルクス」（上），（講演記録），「書評』
第21号，関西大学学生生活協同組合，昭和47年9月〔未公表の（下）の部
分とともに本誌本号に再録〕。
「マルクス研究の現段階と課題」 CI~m),C座談会記録），『現代の理論』第
120号（昭和49年 1月），第122号（同年3月），第125号（同年 6月）。
学会報告
「「ミル評註」と『経哲手稿」」，経済学史学会 関西部会，昭和37年 1月。
「ドイツにおけるイギリス古典経済学の導入と展開」，経済学史学会 関西
部会，昭和40年6月。
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「マルクスとヘーゲル」，経済学史学会第30回全国大会，昭和41年11月。
「『資本論」の論理構造」，経済原稿研究会，昭和43年 9月。
「マルクス経済学における1930年代」，経済学史学会 関西部会，昭和44年
5月。
「『経哲草稿」第 1草稿の執筆順位一ーラービン論文の紹介」，経済原論研究
会，昭和45年10月。
附記 この略歴•著作目録・学会報告は重田晃ー•松岡保の二人が共同で作
成した。ありうべき誤記や不備の点は，＼教示をえて今後補正してゆきたい。
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